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    ＆おたよりお寄せください 

2024 年新奨学生オリエンテーションを開催しました！！ 
5/18(土)新奨学生オリエンテーションを京都民医連事務局で行いました。4月から新しく京都

民医連の奨学生になった看護学生のうち、25 名(1 名ＺＯＯＭ)が参加。奨学生の心得や全体で

の交流などを行いました。 

前半は、奨学生の約束事や、看護学校で何を学んでほしいか、などをレクチャー。後半はグル

ープ対抗ゲームや先輩奨学生との交流など、レクリエーション企画を実施。最後はグループワ

ークを行い、グループワークで「看護学生の心得」を付箋に書き出して報告しあいました。 

参加者からは「とてもたのしかったし、友達も増えて嬉しかった。」「日頃できない関わりがで

きて楽しかった」「共通点などを探したり、色々関わる機会があって楽しかった。」との感想を寄

せて頂きました(*^ω^*) 
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京都民医連中央病院 ３Ｃ病棟(女性病棟) 堀杏 歌  

 

 

 私が勤務している 3Ｃ病棟は、「女性病棟」です。 

主に、産婦人科や乳腺外科の患者さんが多くいますが、尿路感染症や肺炎、腸

炎などさまざまな疾患の患者さんが入院されています。他の病棟と比べて年齢層

は幅広く、様々なライフサイクルにある女性と関わらせていただく機会が多くあ

ります。日常の看護ケア以外にも、対象のライフサイクルに応じた生活背景を考

慮しながら、退院後を見据えた看護の提供に力を入れています。 

ボディイメージの変化に対するケアなど、女性病棟ならではの視点もあり、私

たち自身が患者さんから学ぶことも多くあります。また、出産という命が誕生す

る場に関わらせていただくことはとても感慨深く、貴重な体験をさせいただいて

います。 

3C 病棟では、2023 年 8 月に「ＢＦＨ」の認定を頂きました。「ＢＦＨ」とは、

Ｂaby Ｆriendly Ｈospital の略称で、赤ちゃんにやさしい病院のことをいいま

す。これは、ユニセフとＷＨＯが作成した「母乳育児成功のための 10 か条／母乳

育児がうまくいくための 10 のステップ」に沿った母乳育児支援を行っている病

院のことです。産婦さんやその家族の思いに寄り添い、妊娠・出産を通していの

ちを迎えるお手伝いをし、 新しい家族のスタートを支援しています。 

 

対象が幅広く大変なこともありますが、学びも多く助産師・看護師としてのや

りがいを感じながら日々働くことができています。スタッフ間でのコミュニケー

ションも活発で、患者さんのケアについて話し合うことはもちろん、わからない

ことがあれば気軽に先輩に相談できる環境にあり、安心して業務に取り組むこと

ができています。また、出産という人生の貴重な機会に関わらせていただき、赤

ちゃんが元気に産まれてくるように頑張っておられる産婦さんの姿や、赤ちゃん

が元気に育っていく姿をみると、助産師という職業の素晴らしさを実感します。 

少しでもいのちの誕生や女性のライフサイクルに応じた看護 

に興味があれば、病院見学の際、ぜひ３Ｃ病棟にも足を運んでみ 

てください。 

 

←ＢＦＨについては  

こちらをご覧ください 
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5 月 28 日、衆議院第一議員会館にて、文部科学省と厚生労働省に学生の声を届けてきました。学生

は生活費を削って学費を払っていること、何らかの奨学金制度を利用しつつも、アルバイトせざるを得な

い学生の実態を伝え、高等教育無償化を訴えました。その他、看護師養成所への補助金カット反対、高等

教育修学支援新制度（高等教育の授業料減免に関わる制度）の課題について、全国の民医連の看護学校か

ら訴えました。文部科学省・厚生労働省共に「学生の学びの実態がわかった。心に響くものがあった。」

と述べながらも高等教育修学支援新制度があること、都道府県と連携し状況把握に努めるとの回答でし

た。全ての学生が学費の心配なく学べるように、国は役割を果たす 

べきです。 

民医連で学ぶ看護学生は今、全国の仲間と繋がりながら「学ぶこと 

は権利である」「自分たちの思いを声にして訴えること」の大切さを学 

び、立ち上がり署名活動などに参加しています。高等教育無償化に向け 

て、これからも学生とともに運動を進めていきたいと改めて思いました。        

（近畿高等看護専門学校 塚田みのり） 
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